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こぶしの木の下でハイポーズ！（川口保育所）
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今月の主な内容 



町
が
行
っ
て
い
る
総
合
検
診
は
、
近
年
増
加
し
て
い
る
が

ん
、
糖
尿
病
や
心
臓
病
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
の
予
防
な

ど
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
た
め
の
大
切
な
手
が

か
り
を
得
る
機
会
と
な
り
ま
す
。

自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
最
後
ま
で
自
立
し
た
生
活

が
で
き
る
体
を
作
る
大
切
な
行
事
と
し
て
、
総
合
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

生活習慣病を防ぐポイント
○１日３食、ゆっくりよくかみながら食べる。
　脳の働きが活発になり、体温を上げ、食べ過ぎを予防します。

○たばこは吸わない。
　たばこは血管を収縮させて動脈硬化を早めます。禁煙の効果は
すぐに現れると言われます。肺がんや食道がんの予防効果もあり
ます。

○体を動かす。
　内臓脂肪と軽度の脂質異常、高血圧、高血糖のどれか２つ当て
はまるとメタボと言われます。これらは動脈硬化を急速に進行さ
せます。

○適正飲酒を守る。
　日本酒は１合、焼酎は２杯、ビールは５００ｍｌ程度のどれか
１種類が１日の適正飲酒量です。女性はこの半分です。

も
っ
と
考
え
て
、

　
　
　
　
健
康
の
こ
と
。
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40
歳
か
ら
75
歳
未
満
の
方
は

特
定
健
診
、
75
歳
以
上
の
方
は

後
期
高
齢
者
健
診
と
な
り
、
義

務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
胃
、

大
腸
や
肺
な
ど
の
が
ん
検
診
と

あ
わ
せ
て
、
ご
自
身
の
健
康
管

理
の
た
め
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
19
歳
か
ら
39
歳

の
方
は
県
民
健
康
調
査
と
し
て

健
康
診
査
が
行
わ
れ
ま
す
。　

▼
貧
血
検
査
も
行
い
ま
す

　

貧
血
検
査
は
全
身
の
栄
養
状

態
を
確
認
し
、
隠
れ
た
疾
病
の

発
見
に
つ
な
が
る
検
査
で
す
。

　

検
診
日
に
は
左
表
の
も
の
を

ひ
と
ま
と
め
に
し
て
、
忘
れ
ず

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
検
診

受
診
録
に
は
ご
自
身
が
希
望
さ

れ
た
検
診
が
印
字
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
喀
痰
検
査
は
対
象
者
の

み
と
な
り
ま
す
。
当
日
の
受
診

内
容
の
変
更
も
可
能
で
す
の
で

受
付
時
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
検
診
料
金

•
特
定
健
診
は
１
，
０
０
０
円

•
後
期
高
齢
者
健
診
は
無
料
に

な
り
ま
す
。

•
そ
の
他
の
検
診
は
１
検
査
に

つ
き
５
０
０
円
で
す
。

　

検
診
終
了
後
に
実
施
し
た
検

診
の
合
計
金
額
を
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料

で
す
。

　　

検
診
日
の
バ
ス
配
車
時
刻
は

受
診
者
に
後
日
配
布
す
る
配
車

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

総
合
検
診
で
不
明
な
点
が
あ

る
方
は
次
の
と
こ
ろ
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
福
祉
係

 

☎
54

５
１
３
５

が

ま
り
ま
す

実　施　月　日 実 施 会 場 受 付 時 間

６月１２日（水）～６月１４日（金） 大 塩 地 区 体 育 館 午前８時～午前９時

６月１７日（月）～６月２０日（木） 町　民　体　育　館 午前８時～午前９時

忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い

○
保
険
証
（
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
社
会
保
険
）

○
受
診
券
（
国
保
及
び
社
会
保
険
被
扶
養
者
）

○
検
診
受
診
録

○
尿
な
ど
検
査
に
必
要
な
も
の
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総合検診年齢階層別受診率
（平成２３年度）

　男女とも若年層の受診率が低い傾向にあります。
　成人病予防の観点から高齢者のみならず、若い
世代の方も積極的に総合検診を受けるようにしま
しょう。

検診対象者数（人） 検診受診者数（人） 検診受診率（％）
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　金山中学校の入学式は
４月８日に行われました。
佐
さ

浦
うら

雅
まさ

明
あき

校長が「皆さん
は今日から中学生です。
健康に気をつけ学校を休まず、部活動には自分
から進んで参加し、そして友達を大切にしてく
ださい。金山中学校では全教職員が全身全霊で
子どもたちを育てていきます。中学校での三年
間を楽しく全力で送ってください」と式辞を述
べました。
　生徒会長の渡

わた

部
なべ

大
だい

地
ち

君（横田）による歓迎の
ことばに続いて、新入生を代表して渡

わた

部
なべ

翔
しょう

太
た

君
（横田）が「今日から待ちに待った中学校生活
が始まります。部活や勉強など不安もあります
が、全力で取り組みたい」と誓いました。

８名の新入生を迎える
金山中学校で入学式

　川口高校の入学式は４月８日に行われ、県内
外から新入生５８名が入学しました。式では安

やす

田
だ

徹
とおる

校長が「入学おめでとうございます。自然
豊かな川口高校で出会いを大切にし、充実した
生活を送ってください」と式辞を述べました。
　来賓祝辞に続いて横田孝則さん（横田）が「こ
の自然に恵まれた環境の中で、自分たちの夢を
達成できるように努力していきたい。高校生活
のすべてのことに積極的に取り組みたい」と新
入生を代表して力強く宣誓しました。川口高校
は同窓会を始めとする関係者の度重なる生徒募
集活動により、定員の半数を大きく上回る新入
生が入学しました。

５８名が新たな一歩を踏み出す
川口高校で入学式

　４月１１日、横田小学校で横田駐在所の坂本
俊
しゅん

一
いち

朗
ろう

巡査らを講師に迎え、交通安全教室が行
われました。坂本さんは児童たちに自転車に乗
る時の注意点として「左側通行をしましょう。
歩道は歩いている人を優先させましょう。横断
歩道を渡る時は降りて左右を確認しましょう」
と三つの約束を話しました。
　そのあと、児童たちは実際に外に出て自転車
を運転し、横断歩道の渡り方などを学習しまし
た。教室の終了後、参加した児童たちは「横断歩
道を渡る時は左右をしっかり確認したいです」
などの感想を述べました。

慣れた通学路こそ注意を
横田小学校で交通安全教室

車道の渡り方を学ぶ児童たち

大切な教科書を授与される諏江未
み

来
く

さん（高倉）

５８名の代表で誓いの言葉を述べる横田孝則さん
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消防人としての誇りが団員の表情を引き締める

　金山町消防団春季検閲式は４月２１日、来賓
各位、婦人消防クラブを招き町民体育館で行わ
れました。式では長谷川町長が「消防団員の皆
さんはそれぞれ仕事に従事しながら、地域のた
めに相互扶助の精神に基づいて消防団の活動を
行っていることに感謝します。近年はその活動
内容も防火活動のみならず、自然災害の対応や
行方不明者の捜索など多様化しています。住民
の安全・安心のためにこれからも一層精進され
ることを期待します」と挨拶しました。
　式では通常点検が行われ、団員たちは張り詰
めた緊張感の中、整然とした行動をとっていま
した。

郷土を守る思いを胸に
金山町消防団春季検閲式

老人クラブの活動について説明する長谷川会長

　４月２３日、町民体育館で金山町老人クラブ
連合会の総会が開かれ、会員と関係者ら約１５
０名が参加しました。
　金山町老人クラブ連合会長の長谷川浩一さん
（宮崎）が挨拶に立ち「老人クラブ連合会が行
っている作品展示会では、会員の皆さんからの
多数の出品がありました。良い物を作り、永く
大切にしていくことをモットーとしてこれから
も続けたい。また、ＪＲ只見線復旧のために今
年度も只見線利用促進事業を行いたい」と話し
ました。
　会では他にも会員の拡大、女性部の活動強化
など今年の活動計画も発表されました。

創造と連帯の輪を広げて
金山町老人クラブ連合会総会

　４月２４日、雪下イヅミさん（本名）の百歳
賀寿贈呈式が自宅で行われ、樋

ひ

山
やま

公
きみ

則
のり

県会津保
健福祉事務所副所長、長谷川町長らが賀寿や記
念品、祝金を贈り、長女の安西春子さんからは
花束が贈られました。
　家族を代表して長男の雪下源太郎さんが「会
津保健福祉事務所を始めとして、多くの方から
お祝いをいただき誠にありがとうございます」
と謝辞を述べました。イヅミさんは普段の生活
でも身の回りのことは自分でやるようにしてい
るそうです。長生きの秘けつとして「くよくよ
しないこと。友達とお茶のみをしながら世間話
をすることが健康法です」と話しました。

めでたく満百歳
雪下イヅミさんに百歳賀寿が贈られる

長女の春子さんから花束を贈られるイヅミさん（右）
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お
知
ら
せ

納期限は

5月31日
です

今月の納税

●
国
民
健
康
保
険
税　
　

１　

期

●
介

護

保

険

料　
　

１　

期

●
水

道

使

用

料　
　

５
月
分

●
保
　

育
　

料　
　

５
月
分

納め忘れに
ご注意くだ
さい

こ
れ
か
ら
の
予
定

表　
　
　

彰

地
域
支
え
あ
い
支
援
事
業

★
5
月
★

▼
15
日（
水
）

•
運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
〜
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
16
日（
木
）

•
ハ
イ
ハ
イ
ク
ラ
ブ

　

午
前
９
時
30
分
〜

 
 

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
18
日（
土
）

•
金
山
小
学
校
運
動
会

　

午
前
８
時
50
分
〜 

同
校

★
6
月
★

▼
１
日（
土
）

•
横
田
小
学
校
横
田
地
域

 
 

合
同
大
運
動
会

　

午
前
８
時
50
分
〜 

同
校

▼
２
日（
日
）

•
御
神
楽
岳
山
開
き

　

午
前
６
時
50
分

　
　
　
　
　

金
山
町
役
場
集
合

▼
３
日（
月
）

•
子
宮
が
ん
・
骨
粗
し
ょ
う
症

検
診

　

午
前
９
時
〜
開
発
セ
ン
タ
ー

　

午
後
１
時
〜　

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
５
日（
水
）

•
膝
・
腰
痛
予
防
教
室

　

午
前
９
時
30
分
〜

 
 

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
６
日（
木
）

•
行
政
相
談
（
人
権
相
談
を
合

同
開
催
）

　

午
前
10
時
〜
開
発
セ
ン
タ
ー

　

町
の
特
徴
で
も
あ
る
「
支
え

あ
い
」
の
精
神
を
更
に
広
め
て

い
く
た
め
に
、「
地
域
支
え
あ
い

支
援
事
業
」
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

行
政
区
・
地
区
組
織
・
町
民

（
概
ね
５
人
以
上
）で
構
成
す
る

グ
ル
ー
プ
等
（
個
人
、
企
業
は

対
象
外
） 募　

　
　

集

消
防
団
春
季
検
閲
式
で

表
彰

　

平
成
25
年
度
金
山
町
消
防
団

春
季
検
閲
式
に
お
い
て
、
次
の

方
々
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

 

（
敬
称
略
）

▼
功
労
章

 

（
勤
続
25
年
以
上
）

諏　

佐　
　
　

靖
（
小
栗
山
）

栗　

城　

岩　

美
（
玉　

梨
）

長
谷
川　

英　

男
（
西　

谷
）

▼
善
行
章

 

（
勤
続
20
年
以
上
）

山　

内　

春　

夫
（
川　

口
）

中　

丸　
　
　

隆
（
大　

志
）

中　

丸　

逸　

二
（
大　

志
）

大　

竹　

修　

一
（
宮　

崎
）

星　
　
　

晴　

夫
（
土　

倉
）

菅　

家　

圭　

一
（
滝　

沢
）

▼
精
勤
章

 

（
勤
続
15
年
以
上
）

山　

内　

正　

二
（
川　

口
）

栗　

城　

周　

三
（
玉　

梨
）

栗　

田　

勝　

夫
（
本　

名
）

雪　

下　
　
　

明
（
本　

名
）

三　

瓶　

浩　

一
（
大　

塩
）

伊　

藤　
　
　

敬
（
大　

塩
）

須　

佐　
　
　

健
（
山
入
一
）

▼
永
年
勤
続
章

 

（
勤
続
10
年
以
上
）

栗　

田　

和　

幸
（
本　

名
）

目　

黒　

文　

平
（
本　

名
）

横　

田　

浩　

志
（
越　

川
）

大　

竹　

建　

一
（
山
入
二
）

▼
退
職
団
員
感
謝
状

〈
退
職
幹
部（
班
長
以
上
経
験
）

及
び
勤
続
15
年
以
上
の
団
員
〉

若　

林　
　
　

豊
（
川　

口
）

菅　

家　

広　

也
（
滝　

沢
）

　

平
成
26
年
度
町
職
員
採
用
候

補
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
採
用
職
種

　

一
般
事
務
（
大
卒
程
度
）

▼
第
１
次
試
験
期
日

　

７
月
28
日（
日
）

▼
試
験
会
場

　

福
島
大
学

▼
受
付
期
間

　

５
月
24
日（
金
）か
ら

　

６
月
21
日（
金
）ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
…
総
務
係

 

☎
54

５
２
２
２

町
職
員
募
集

▼
対
象
事
業

「
支
え
あ
い
」
の
精
神
に
よ
る

地
域
づ
く
り
事
業

（
採
択
例
：
盆
踊
り
の
太
鼓
修

復
や
、
地
区
で
の
そ
ば
打
ち

交
流
な
ど
）

▼
補
助
金
の
上
限

　

30
万
円

▼
補
助
率

補
助
金
対
象
額
の
５
分
の
４

以
内

▼
募
集
期
間

　

平
成
25
年
５
月
９
日
（
木
）

 

〜
６
月
12
日
（
水
）

◎
問
い
合
わ
せ
…
復
興
政
策
係

 

☎
54

５
２
０
３

補助金を受け、そば打ちで地域の
絆を深める水沼の皆さん　　　　

道
路
や
水
路
の

補
修
費
用
を

助
成
し
て
い
ま
す

　

地
域
支
え
あ
い
支
援
事
業
で

は
、
生
活
環
境
を
維
持
す
る
た

め
地
域
内
の
道
路
や
水
路
の
維

持
補
修
に
か
か
る
原
材
料
（
資

材
等
）
を
行
政
区
に
支
給
し
て

い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
建
設
係

 

☎
54

５
３
１
１
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案　
　
　

内

　

町
県
民
税
は
年
４
回
に
分
け

て
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
全
て
の
納
期
分
を
第
１
期

の
納
期
限
ま
で
に
納
め
る
と
年

税
額
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
埼
玉
県
羽
生
市
・

鴻
巣
市
と
友
好
都
市
を
提
携
し

て
い
ま
す
。
友
好
都
市
の
方
々

と
の
交
流
促
進
を
図
る
た
め
、

友
好
都
市
へ
宿
泊
を
し
た
方
を

対
象
に
宿
泊
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

宿
泊
施
設
を
利
用
し
た
日
に

町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方

▼
補
助
金
額
（
一
泊
に
つ
き
）

　

大
人
（
中
学
生
以
上
）

 
２
，
０
０
０
円

　

小
人
（
小
学
生
）

 

１
，
５
０
０
円

　

幼
児
（
就
学
児
童
未
満
）

 

１
，
０
０
０
円

※
幼
児
へ
の
補
助
に
つ
い
て
は
、

食
事
及
び
寝
具
の
提
供
を
受

け
た
場
合
に
補
助
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

自
動
車
税
は
、
県
民
の
皆
様

の
福
祉
の
増
進
や
教
育
等
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
大
切
な
税

金
で
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

▼
納
期
限 

５
月
31
日

※
な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
も
納
付
が
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
課
税

第
二
課

☎
０
２
４
２

29

５
２
６
１

　

福
島
県
で
は
、
不
妊
治
療
を

行
う
夫
婦
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
不
妊
治
療
費

の
一
部
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

▼
助
成
回
数

年
２
回
（
初
年
度
に
限
り
年

３
回
ま
で
受
け
ら
れ
ま
す
）

※
通
算
５
年
間
で
助
成
回
数
は

10
回
が
上
限
で
す
。

▼
一
回
あ
た
り
の
助
成
限
度
額

　

15
万
円

▼
助
成
対
象
者

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
。

•
法
律
上
の
夫
婦
で
あ
っ
て
、

両
者
ま
た
は
一
方
が
福
島
県

内
（
郡
山
市
・
い
わ
き
市
を

　

原
ゆ
た
か
に
よ
る
人
気
児
童

書
「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
」
シ
リ

ー
ズ
を
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画

化
。

▼
日
時

　

５
月
26
日（
日
）

　

開
演　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分

▼
会
場　

御
神
楽
館

▼
入
場
料　

無
料

※
バ
ス
の
配
車
は
あ
り
ま
せ
ん

◎
問
い
合
わ
せ
…
中
央
公
民
館

 

☎
54

５
３
３
３

　

町
は
河
川
周
辺
の
美
化
作
業

を
行
う
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

▼
作
業
箇
所

　

町
内
の
一
級
河
川

▼
作
業
内
容

　

河
川
周
辺
の
草
刈
り
な
ど

▼
募
集
締
切

　

５
月
24
日（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
…
建
設
係

 

☎
54

５
３
１
１

河
川
美
化
の
作
業
団
体
を

募
集
し
ま
す

町
県
民
税
の

全
納
割
引
制
度

自
動
車
税
の
納
付

特
定
不
妊
治
療
費
を

助
成
し
ま
す

除
く
）
に
住
所
を
有
す
る
方

•
夫
婦
合
算
の
年
間
所
得
額
が

７
３
０
万
円
未
満
の
方

•
指
定
医
療
機
関
に
お
い
て
不

妊
治
療
を
受
け
た
方

▼
対
象
と
な
る
治
療

　

保
険
診
療
の
適
用
と
な
ら
な

い
体
外
受
精
、
顕
微
授
精

◎
申
請
・
相
談
窓
口

　

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

☎
０
２
４
２

29

５
２
７
８

　

年
金
や
給
料
か
ら
天
引
き
さ

れ
て
い
る
方
を
除
い
た
年
税
額

２
８
，０
０
０
円
以
上
の
方
が
対

象
で
す
。ま
た
、今
年
度
の
第
１

期
の
納
期
限
は
７
月
１
日
で
す
。

　

全
期
分
を
一
括
で
口
座
振
替

を
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
住
民
税
務
係

 

☎
54

５
１
２
１

都
市
と
の

交
流
促
進
補
助
金

▼
対
象
期
間

　

平
成
25
年
４
月
１
日
〜

 

平
成
26
年
３
月
31
日

▼
必
要
書
類

　

申
請
書
・
宿
泊
先
の
領
収
書

▼
申
請
期
限

　

宿
泊
日
か
ら
１
ヵ
月
以
内

◎
問
い
合
わ
せ
…
復
興
政
策
係

 

☎
54

５
２
０
３

一度は訪れたい
鴻巣市の「さくらまつり」

映
画
鑑
賞
会

「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ

　
だ
・
だ
・
だ
・
だ
い
ぼ
う
け
ん
！
」

　田畑の雪解けが進み、農作業の準備
が始まる時期になりましたが、冬眠か
ら目覚めたクマも同様に活動を始める
時期になります。
　生ごみを畑に撒いて肥料とすること
は、クマに人里を餌場として認識させ
ます。生ごみを畑に撒く場合でも、直
接撒かずにコンポストなど臭いを遮断
する道具を使用してクマが近寄らない

よう工夫しましょう。

◎問い合わせ…
　農林振興係
　☎５４－５３２１

畑に生ごみを
直接撒かないでください
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ご
寄
付
に
感
謝

　

次
の
方
か
ら
金
山
町
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
金
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

●
神
奈
川
県
横
浜
市
の
飯
田
高

正
さ
ん
よ
り
３
万
円

●
匿
名
希
望
の
方
２
名
か
ら
１

万
５
千
円

　

ご
寄
付
は
金
山
町
の
自
然
環

境
の
保
全
や
地
域
活
性
化
な
ど

の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

◆期　　日　６月２日（日）※小雨決行
◆集合時間　午前６時５０分
◆集合場所　金山町役場駐車場
※登山口に駐車場はありませんので送迎バス
をご利用ください。

◎問い合わせ…商工観光係 ☎５４－５３２７
 金山町観光物産協会（商工会内）
 ☎５４－２３１１

御神楽岳山開き

　今年で７回目を迎える市町村対抗軟式
野球大会の参加者を募集します。
　大会には町内在住者と町内中学校出身
者（ふるさと選手）が参加できます。練
習のみの参加も可能ですので、一緒に白
球を追いかけませんか。
◎問い合わせ…体育協会事務局
 ☎５４－５３６１

市町村対抗野球に参加しませんか

人　
　
　

事

　

４
月
１
日
付
け
で
行
政
相
談

委
員
に
大
石
盛
一
さ
ん（
大
志
）

が
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
２
年
間
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大

臣
が
委
嘱
す
る
も
の
で
、
国
の

仕
事
を
は
じ
め
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の

特
殊
法
人
の
仕
事
に
つ
い
て
の

苦
情
や
意
見
、
要
望
を
受
け
つ

け
、
皆
さ
ん
と
関
係
行
政
機
関

な
ど
と
の
間
に
立
っ
て
、
そ
の

解
決
を
促
進
す
る
た
め
に
相
談

に
応
じ
ま
す
。
年
間
を
通
し
て

手
紙
や
電
話
で
も
相
談
で
き
、

自
宅
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
連
絡
先
…
大
石
盛
一
さ
ん

　

大
志
字
居
平
１
７
２
の
１

 

☎
54

２
６
３
４

行
政
相
談
委
員

大石　盛一さん

自
衛
官
募
集
相
談
員

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
に
、
長

谷
川
千
鶴
さ
ん
（
川
口
）
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
４
月
１
日
か
ら
２
年

間
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
長

　

４
月
１
日
付
け
で
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
会
委
員
長
に
渡
部
拓

弥
さ
ん（
横
田
）が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
２
年
間
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
10
名

か
ら
な
り
体
育
指
導
員
か
ら
名

称
を
変
更
し
た
も
の
で
す
。
各

種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の
連
携
、

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
情

報
収
集
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

渡部　拓弥さん

新
し
い
区
長
さ
ん
が

決
ま
り
ま
し
た

　

平
成
25
年
度
の
区
長
さ
ん
が

決
ま
り
ま
し
た
。
１
年
間
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
敬
称
略
）

地　

区　
　
　
　
氏　
　

名

川　

口　
　

菅　

家　

英　

志

小
栗
山　
　

諏　

江　

仁　

補

八　

町　
　

押　

部　

清　

夫

玉　

梨　
　

谷
ヶ
城　

雄　

司

西　

谷　
　

長
谷
川　

菊　

夫

本　

名　
　

雪　

下　

明　

雄

橋　

立　
　

長
谷
川　

勝　

雄

大　

志　
　

中　

丸　

謙　

公

板　

下　
　

山　

口　

徳　

行

宮　

崎　
　

佐　

藤　

勇　

一

上　

田　
　

星　
　
　

光　

雄

水　

沼　
　

渡　

部　

菊　

男

上
大
牧　

　

渡　

部　

勇　

吉

下
大
牧　

　

諏　

江　

康　

幸

高　

倉　
　

五
ノ
井　

幸　

夫

大
栗
山　

　

加　

藤　

賢　

享

福　

沢　
　

若　

林　

豊　

昇

三　

更　
　

星　
　
　

文　

一

沼　

沢　
　

川　

辺　

次　

郎

太
郎
布　
　

雪　

下　

ス
ミ
子

横　

田　
　

滝　

沢　

清　

男

上
横
田　

　

滝　

沢　

正　

明

土　

倉　
　

奥　
　
　

高　

伸

西　

部　
　

新　

国　

啓　

一

大　

塩　
　

渡　

部　
　
　

慎

滝　

沢　
　

横　

山　

正　

幸

田　

沢　
　

滝　

沢　

敬　

樹

山
入
一　
　

須　

佐　

昌　

晴

山
入
二　
　

栗　

城　

伸　

吉

越　

川　
　

横　

田　

敏　

宏

委嘱を受ける長谷川さん

本名御神楽岳山頂より御神楽岳を望む
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町内各地区の放射線量　
　町が独自に行っている、各地区の空間放射線量についてお知らせします。
　測定は各集会所等周辺の土の上で行っています。冬期は雪による遮へい効果で値が低くなる
傾向があります。
※測定結果は気象条件等により変動しますので、数値については目安としてご覧ください。

測定地点：各地区集会所 （単位：マイクロシーベルト／時間　地上１ｍの高さで測定）

自家消費用食品等の放射性物質簡易測定の結果について

　町では定期的に町水道の放射
性物質モニタリング検査をして
います。
　４月３０日現在で町内水道水
から放射性セシウムは検出され
ていません。
【参考】
　国が定めた飲料水の基準値
　放射性セシウム
　１０ベクレル／１ｋｇ
　　◎問い合わせ…上下水道係
　　　　　　☎５４－５３１５

水道水の放射性物質
検査結果

　複数の検体を測定している場合は最低値と最高値を表示しています。
 （測定年月日　平成２５年４月１日～平成２５年４月３０日）
 ※「ＮＤ」は、１０ベクレル/ｋg未満です。（単位：ベクレル/ｋｇ）

　町では自家消費用の食品等について放射線測定を役場と横田出張所で行っています。
　測定を希望される方は、保健福祉係か横田出張所へ事前予約が必要です。
　なお、販売用食品の測定については農林振興係にお問い合わせください。
 ◎問い合わせ…保健福祉係　☎５４－５１３５（自家消費用食品について）
 横田出張所　☎５６－４１１１（自家消費用食品について）
 農林振興係　☎５４－５３２１（販売用食品について）　　

　県では野菜類を販売される方を対象に放射性物質のモニ
タリング検査をしています。
　野菜類を販売される方は必ずモニタリング検査を受けて
ください。
〈留意点〉
•検査対象の品は１ｋｇ用意して
ください
•測定を希望する販売者は毎週木
曜日の正午までに町に申し込ん
でください。
◎問い合わせ…農林振興係
　　　　　　　☎５４－５３２１

野菜類を販売される方へ

測定日
地区名 2月20日 3月25日 4月22日 測定日

地区名 2月20日 3月25日 4月22日 測定日
地区名 2月20日 3月25日 4月22日

川 口 0.052 0.044 0.068 上 田 0.044 0.048 0.060 横 田 0.072 0.076 0.094 
小栗山 0.094 0.076 0.096 水 沼 0.074 0.060 0.086 上横田 0.064 0.056 0.068 
八 町 0.054 0.058 0.072 上大牧 0.074 0.062 0.078 土 倉 0.030 0.042 0.044 
玉 梨 0.062 0.048 0.072 下大牧 0.062 0.064 0.088 西 部 0.056 0.062 0.054 
西 谷 0.050 0.062 0.078 高 倉 0.060 0.064 0.074 大 塩 0.044 0.072 0.060 
本 名 0.052 0.076 0.082 大栗山 0.060 0.052 0.070 滝 沢 0.050 0.042 0.062 
橋 立 0.050 0.054 0.084 福 沢 0.078 0.056 0.068 田 沢 0.046 0.050 0.068 
大 志 0.074 0.062 0.068 三 更 0.074 0.070 0.080 山入１ 0.062 0.046 0.056 
板 下 0.038 0.030 0.058 沼 沢 0.082 0.116 0.126 山入２ 0.040 0.044 0.054 
宮 崎 0.050 0.046 0.066 太郎布 0.048 0.036 0.074 越 川 0.048 0.070 0.072 

品　名 測定件数 未検出数 セシウム 品　名 検体数 未検出数 セシウム
（134＋137合計値） （134＋137合計値）

こごみ 4 2 ＮＤ～ 23.7 地下水 3 3 ＮＤ
灰 1 0 2,301 温泉水 1 1 ＮＤ

広報かねやま　25.5.9



あ の 人 こ の 人
４月届出（敬称略）
こんにちは赤ちゃん

今月は該当がありませんでした。

お二人で幸せに

♥
(
横　田　浩　志（越川）
猪　俣　知　加（川口）

霊よ安らかに

栗　田　酉　司（79歳）　本　名
雪　下　サ　ノ（93歳）　本　名
渡　部　ミサヲ（93歳）　田　沢
須　佐　　　用（87歳）　山入二
※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

金山町の人口（ 5月 1日現在）

世 帯 数　1,119世帯（＋16）
人　　口　2,389人　（± 0）
　 男 　　1,133人　（－ 3）
　 女 　　1,256人　（＋ 3）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

図 書 室 だ よ り

☆利用状況（４月分）月刊貸出冊数　４０冊（うち児童書　２０冊）でした。

☆新書紹介
６４ ／ 横山　秀夫　著（文藝春秋）

　昭和６４年に起きたＤ県警史上最悪の誘拐殺害事件を巡り、刑事部と刑務部が全面戦争に突入。広報・三上
は己の真を問われる。

ソロモンの偽証 ／ 宮部　みゆき　著（新潮社）
　その法廷は１４歳の死で始まり偽証で完結した。５年ぶりの現代ミステリー巨編。

トリックアートおばけやしき ／ 北岡　明佳　著（あかね書房）
　ようこそ、トリックアートのおばけやしきに！このやしきにはあっとおどろくだまし絵がいっぱい。いたずらず
きなおばけたちがみんなをびっくりさせちゃうよ。さあ、じゅんびがよければとびらをひらこう。おばけたちが
おまちかね……。

一般書

◎問い合わせ…中央公民館 ☎５４－５３３３
～お一人様３冊まで、貸出期間は２週間です。土曜日も利用できます～

☆図書館にある本のご紹介
つらいアレルギーが治る本／総監修　銀座クリニック　対馬ルリ子（小学館）
　さまざまな科のドクター達とサプリメントアドバイザー、スポーツアロマセラピストなど代替医療の専門
家が一堂に集まって、「普通の若い女性によくある症状」の背景や医学的異常について、またホルモンや心
や生活のかたよりについて、いろいろな見方から一緒に考えた、いわば誌上の女性外来です。
「だまし」に負けない心理学／香山リカ　著（技術評論社）
　世の中に情報があふれればあふれるほど、どれが正しくどれが間違っているのか、見分けるのがむずかし
くなる。人を不安に陥れるような言説もたくさん飛び交うなか、人はいったん不安にとらわれてしまうと、
冷静な判断力を失い、正しい情報や科学的な答えをではなくて、不安を取り除いてくれそうな人や言葉を求
めてしまう。

一般書

児童書

だよりだより

　福島県立宮下病院は、平成１４年２月に病院機能評
価（一般病院種別Ａ）認定以来、平成１９年２月に病
院機能評価（Ver5.0）を更新し、このたび病院機能評
価（Ver6.0）の更新を受審し、平成２５年４月５日付
けで認定されました。
　病院機能改善に向けての各種活動や地域における役
割など、継続的に取り組んできた点が認められ、評価
されたものと考えております。
　今後も地域との連携を図りながら、病院に求められ
る様々な機能の改善、充実に努め、より一層信頼され
る病院を目指してまいります。
※Ver5.0とVer6.0との違い
　今回のVer6.0では、質と安全の向上に向けた取り組
みの評価が明確にされたことに加え、新たに「地球環
境への配慮」や「継続的な活動による医療機能の改善」
などの評価項目が追加さ
れました。これらを含め
た３５０以上の評価項目
すべてにおいて一定の水
準を満たしていると認め
られれば、認定となりま
す。

病院機能評価の認定更新について
福島県立宮下病院長　黒沢　正喜

25.5.9　広報かねやま
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生涯学習のマスコット
マナビィくん

　

４
月
11
日
に
開
発
セ
ン
タ
ー

で
「
白
寿
・
こ
ま
ど
り
学
級
合

同
開
講
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
受
講
者
は
、「
白
寿
学

級
生
」
19
名
、「
こ
ま
ど
り
学
級

生
」
30
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

開
講
式
で
は
新
入
生
の
紹
介

や
一
年
間
の
取
り
組
み
の
確
認
、

会
津
ヤ
ク
ル
ト
の
「
健
康
講
話
」

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
容

は
、
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め

に
、
休
養
・
栄
養
・
睡
眠
と
そ

し
て
乳
酸
飲
料
（
乳
酸
菌
の
働

き
…
腸
内
の
腐
敗
を
抑
え
る
・

便
通
を
よ
く
す
る
・
病
原
菌
か

ら
の
感
染
を
防
ぐ
・
免
疫
力
を

１年間の取り組みなどを
確認する学級生たち　　

白
寿
・
こ
ま
ど
り
学
級
開
講
式

高
め
る
・
発
ガ
ン
リ
ス
ク
を
低

下
さ
せ
る
・
生
活
習
慣
病
を
予

防
す
る
）
を
摂
取
し
て
腸
内
の

バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

今
年
度
の
取
り
組
み
は
「
３

Ｂ
体
操
」や
、身
近
に
あ
る
旬
の

食
材
を
使
っ
た
「
料
理
教
室
」、

会
津
坂
下
町
の
坂
本
分
校
で
行

う
「
竹
細
工
体
験
」、
そ
し
て
文

化
祭
に
出
品
す
る
創
作
教
室
な

ど
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
毎

月
一
回
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
で

学
級
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
み

な
さ
ん
で
楽
し
く
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

す

　

４
月
か
ら
会
津
坂
下
警
察
署

横
田
駐
在
所
に
着
任
さ
れ
た
坂

本
俊
一
朗
巡
査
に
町
の
印
象
な

ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

南
相
馬
市
か
ら
の
転
勤

　
「
私
は
会
津
若
松
市
の
生
ま

れ
で
３
歳
ま
で
同
市
に
住
ん
で

い
た
の
で
す
が
父
の
転
勤
で
そ

の
後
仙
台
市
に
移
り
ま
し
た
。

で
も
母
方
の
実
家
が
湯
川
村
に

あ
り
、
よ
く
遊
び
に
来
て
い
た

の
で
会
津
地
方
は
私
に
と
っ
て

馴
染
み
の
あ
る
土
地
で
す
。
前

任
地
は
南
相
馬
市
で
、
２
年
前

の
東
日
本
大
震
災
で
は
様
々
な

出
来
事
を
経
験
し
ま
し
た
」
と

ご
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
坂
本

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

坂
本
さ
ん
は
交
通
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
注
意
し
て
ほ
し
い
こ

と
と
し
て
「
現
在
は
豪
雨
災
害

の
復
旧
工
事
の
た
め
に
工
事
車

両
が
多
く
通
っ
て
い
る
特
別
な

時
期
で
す
。
子
ど
も
た
ち
だ
け

で
な
く
、
大
人
も
含
め
て
歩
行

や
運
転
に
は
注
意
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
普
段
通
っ

て
い
る
道
で
の
夜
の
事
故
が
多

い
た
め
、
夜
間
の
歩
行
に
は
特

に
気
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
で

す
」
と
指
摘
し
ま
す
。

自
然
が
素
晴
ら
し
い
町

　
「
金
山
町
は
自
然
が
素
晴
ら

し
い
地
域
で
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
の
新
緑
の
季
節
が
楽
し
み
で

す
。
こ
ち
ら
に
来
て
ま
だ
日
が

浅
い
の
で
す
が
、
横
田
地
区
の

皆
さ
ん
は
私
の
よ
う
な
よ
そ
者

に
対
し
て
も
親
切
に
応
対
し
て

く
れ
て
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま

す
。
最
近
、
大
塩
温
泉
に
入
り

に
行
き
ま
し
た
が
、
町
内
の
他

の
温
泉
に
も
行
っ
て
み
た
い
で

す
。
沼
沢
湖
、
ス
キ
ー
場
な
ど

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
め
る
場
所

が
あ
る
の
で
行
っ
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
」
と
坂
本
さ
ん
は
町

で
の
生
活
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。

交通事故防止を呼び掛ける

坂本俊
しゅん

一
いち

朗
ろう

さん

お じ ゃ ま し ま

懇切丁寧な指導をする坂本巡査

ヤクルトによる健康講話

広報かねやま　25.5.9
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　４月２６日正午、道の駅「奥会津かねやま」がオープンしました。オープンに先立ち、開所式が行われ、長
谷川町長はじめ近隣町村長、酒井洋一郡山国道事務所長、杉山純一県議会議員、石井浩会津地方振興局長ら関
係者が出席しました。式では長谷川町長が挨拶し「道の駅「奥会津かねやま」は人とモノが集う施設として農
林、商工、観光業が一つになった金山ブランドの確立と発信を図り地域振興に寄与できる施設であると確信し
ています」と道の駅に対する大きな期待感を示しました。
　当日はあいにくの雨模様でしたが、心待ちにしていた住民や観光客が多く訪れました。道の駅一番乗りを果
たした宮城県の方は「道の駅に立ち寄るのが趣味で、今回のオープンを知り立ち寄ってみました。以前にこぶ
し館を利用したことがありますが、より素敵な施設に生まれ変わりましたね」と話しました。また、道の駅を
訪れた渡部武志さん（横田）は「町のシンボルであるこぶしの木を増やすなど、隣の農村公園も活用してお客
さんが自然を味わえるように整備すれば、もっと良くなるはず」と道の駅に対する期待を話しました。

道の駅「奥会津かねやま」がオープン

期待を込めたテープカット おいしいメニューに笑顔もあふれる

にぎわう店内 町の名人たちが作った民芸品 地元の野菜が並ぶ店内


